
活動報告令和 8 年 2 ⽉ 

①訪問⽇：2 ⽉ 14 ⽇ 10 時〜11 時 
訪問施設：特別養護⽼⼈ホーム かわいの家（神奈川県横浜市） 
施設に到着いたしますと、駐⾞スペースの三⾓コーンに呼華のパンフレットのコピーを貼り、ご丁寧に場所を確
保してくださっておりました。お⼼遣いに、⼀同感激しながらのスタートとなりました。 
ショー観劇のためにおしゃれをしてお化粧をしてきてくださる⽅が多く、職員の⽅も「みんなめかしこんじゃっ
て！もう若返っちゃってるね！」と会場は温かな笑顔に包まれました。 
ショーは皆様の温かい拍⼿に包まれながら、華やかに進んでまいりました。リクエストでは「川の流れのように」
をお届けし、⼤きな拍⼿を頂戴いたしました。 
 下⼿側三列⽬・花道横のご婦⼈のご⼊居者様は、ご⾃⾝のカメラで熱⼼に撮影してくださっており、公演後に
お話を伺うと、「三年前、別の施設であなたたちのショーを観たの。また会えたなんて夢⾒たい」とお話しくださ
いました。さらにそのご⼊居者様は、ご⼊所の際にご家族様より「施設にお預けすることに最後まで悩みました
が、ショーを楽しむ⺟の姿を⾒て本当に安⼼しました」とのお⾔葉をいただいた⽅でもありました。 
 変わらずお元気に、そして⼼からお楽しみくださっているご様⼦に、出演者・スタッフ⼀同、胸が熱くなる思
いでございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



②訪問⽇：2 ⽉ 25 ⽇ 14 時〜15 時 
訪問施設：花⽔⽊の⾥（埼⽟県所沢市） 
記念すべき 10 周年の式典に、呼華ショーをお招きいただきました。⼤切な節⽬の式典ということもあり、担当
職員様とは事前に何度もお電話にて綿密なお打ち合わせを重ね、当⽇も進⾏やマイクの受け渡しなど細部にわた
り丁寧にご確認させていただきました。ショーは式典の後、皆様の⼤きな拍⼿に包まれて華やかにスタートいた
しました。後⽅では多くの職員様が⼒強く応援してくださり、曲が進むごとに拍⼿は⼀層⼤きくなり、会場全体
が⼀体となるような⼤変な盛り上がりとなりました。李⾹蘭メドレーでは、ご⼊居者様の歌声が⾃然と重なり、
まるで合唱のように美しく会場に響き渡りました。 
 上⼿花道横の男性は「川の流れのように」のサビでゆっくりと両⼿を掲げ、⼼を込めて応援してくださいまし
た。エンディングダンス『アジアの海賊』では、⼤漁旗やさまざまな⼿具を持って踊るキャストに⾃然と⼿拍⼦
が広がり、会場は熱気と⼀体感に包まれました。 
施設を後にする際にも、多くのご⼊居者様と職員の皆様が名残惜しそうにお⾒送りくださり、温かな拍⼿と笑顔
に包まれながら、感謝と感動に満ちた⼀⽇を締めくくることができました。 


